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一

中
古
中
世
の
文
学
作
品
に
お
け
る
仁
和
寺
関
連
用
例春

日

美

穂

一　

は
じ
め
に

仁
和
寺
は
、
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
に
あ
る
、
真
言
宗
御
室
派
の
総
本
山
で
あ
る
。
光
孝
天
皇
の
御
願
に
よ
り
造
営
が
始
め
ら
れ
、

光
孝
天
皇
の
没
後
、
宇
多
天
皇
の
御
代
の
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
た
。
三
条
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、
後
三
条
天
皇

の
生
母
禎
子
を
異
母
妹
と
す
る
性
信
を
は
じ
め
と
し
、
法
親
王
が
御
室
を
つ
と
め
た
門
跡
寺
院
で
あ
る

（
１
）

。
御
室
は
法
会
や
護
国
修
法
を
行

う
こ
と
で
天
皇
家
を
支
え
る
、
天
皇
家
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た

（
２
）

。

仁
和
寺
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
主
に
仁
和
寺
が
所
蔵
す
る
文
書
や
、
御
室
や
御
室
が
か
か
わ
っ
た
儀
礼
の
研
究
と
整
理

（
３
）

、
仁
和
寺
に
関

わ
る
教
学
の
研
究
と
整
理

（
４
）

、
仁
和
寺
が
所
蔵
す
る
美
術
品
や
仁
和
寺
の
建
築
に
関
す
る
研
究
と
整
理

（
５
）

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
仁

和
寺
研
究
』（
第
一
輯
～
第
五
輯

（
６
）

）
と
し
て
、
編
年
史
料
を
含
め
、
総
合
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
仁
和
寺
は
、文
学
作
品
の
舞
台
と
し
て
も
多
く
の
作
品
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
る
。『
枕
草
子
』『
紫
式
部
日
記
』『
栄
花
物
語
』に
は
、

宮
中
の
な
か
で
の
仁
和
寺
の
僧
達
の
姿
が
描
か
れ
、
彼
ら
が
宮
中
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
中
世
の
作
品

に
な
る
ほ
ど
顕
著
で
あ
り
、
軍
記
物
語
に
は
重
要
な
舞
台
の
ひ
と
つ
と
し
て
仁
和
寺
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
文
学
作



大
正
大
學
研
究
紀
要

　
第
一
〇
二
輯

38

品
に
お
け
る
仁
和
寺
の
事
例
を
一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
は
な
く
、
そ
れ
を
論
じ
た
も
の
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い

（
７
）

。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
、

以
下
に
中
古
中
世
の
文
学
作
品
に
お
け
る
仁
和
寺
と
関
連
用
例
に
つ
い
て
の
一
覧
を
掲
出
し
、
文
学
作
品
の
な
か
で
の
仁
和
寺
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、「
仁
和
寺
」「
御
室
」「
西
山

（
８
）

」
の
三
例
を
選
び
、
一
覧

表
と
し
た
。

二
、
仁
和
寺
及
び
関
連
用
例
一
覧

用
例
一
覧
凡
例

・
検
索
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
に
よ
り
、
引
用
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
を
使
用
し
て
い
る
。

・「
該
当
箇
所
等
」
に
は
、
用
例
自
体
の
頁
数
を
掲
出
し
て
い
る
。
掲
出
し
て
い
る
本
文
は
そ
の
前
後
の
頁
の
部
分
を
含
ん
で
い
る
場
合

が
あ
る
。

・
巻
名
を
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。

・「
場
面
」
等
に
は
場
面
の
紹
介
や
章
段
、
歌
番
号
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

・
本
文
の
傍
線
は
私
に
補
っ
て
い
る
。

・
一
部
段
落
を
つ
め
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

・「
頭
注
等
」
に
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
頭
注
を
中
心
に
、
そ
の
用
例
に
関
す
る
頭
注
を
適
宜
記
入
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な

る
も
の
、
新
編
全
集
内
の
別
注
へ
の
指
示
等
は
省
略
し
て
い
る
。

・
京
都
の
西
山
を
さ
さ
な
い
「
西
山
」
用
例
は
省
略
し
て
い
る
。

・
仁
和
寺
を
さ
さ
な
い
「
御
室
」
用
例
は
省
略
し
て
い
る
。

二
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・『
新
古
今
和
歌
集
』
の
「
御
室
五
十
首
」
の
掲
出
歌
は
「
御
室
五
十
首
」
そ
の
も
の
を
出
典
と
み
な
し
、
掲
出
か
ら
除
外
し
た
。

仁
和
寺
用
例

作
品
名

該
当
箇
所
等

場
面
等

本
文

頭
注
等

１

古
今
和
歌
集

一
二
六
頁

二
七
九
番
歌

仁
和
寺
に
菊
の
花
召
し
け
る
時
に
、「
歌
そ
へ
て
奉

れ
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
よ
み
て
奉
り
け
る

平
貞
文

秋
を
お
き
て
時
こ
そ
あ
り
け
れ
菊
の
花
移
ろ
ふ
か
ら
に

色
の
ま
さ
れ
ば

京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
。
仁
和
四
年（
八
八
八
）、

宇
多
天
皇
が
創
建
し
、出
家
後
、延
喜
四
年
（
九
〇
四
）

か
ら
住
持
せ
ら
れ
た
。

２

枕
草
子

一
三
二
段

二
五
一
頁

胡
桃
色
の
色
紙

の
文
が
届
く
。

つ
と
め
て
手
洗
ひ
て
、「
い
で
、
そ
の
昨
日
の
巻
数
」
と

て
こ
ひ
出
で
て
、
伏
し
拝
み
て
あ
け
た
れ
ば
、
胡
桃
色

と
い
ふ
色
紙
の
厚
肥
え
た
る
を
、
あ
や
し
と
思
ひ
て
、

あ
け
も
て
行
け
ば
、
法
師
の
い
み
じ
げ
な
る
手
に
て
、　

こ
れ
を
だ
に
か
た
み
と
思
ふ
に
都
に
は
葉
が
へ
や

し
つ
る
椎
柴
の
袖

と
書
い
た
り
。「
い
と
あ
さ
ま
し
う
ね
た
か
り
け
る
わ
ざ

か
な
。
誰
が
し
た
る
に
か
あ
ら
む
。
仁
和
寺
の
僧
正
の

に
や
」
と
思
へ
ど
、「
世
に
か
か
る
事
の
た
ま
は
じ
。
藤

大
納
言
ぞ
、
か
の
院
の
別
当
に
お
は
せ
し
か
ば
、
そ
の

し
た
ま
へ
る
こ
と
な
め
り
。
こ
れ
を
上
の
御
前
、
宮
な

ど
に
、
と
く
聞
し
め
さ
ば
や
」
と
思
ふ
に
、

仁
和
寺
は
京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
真
言
宗
の
本

山
。「
に
わ
」
は
「
に
ン
わ
」
の
仮
名
表
記
。
寛
朝
僧

正
。
宇
多
天
皇
の
皇
子
敦
実
親
王
の
三
男
。
円
融
院

の
灌
頂
の
師
。

三



大
正
大
學
研
究
紀
要

　
第
一
〇
二
輯

40

３

紫
式
部
日
記

一
三
三
頁

彰
子
の
安
産
を

待
ち
望
む
。

人
げ
多
く
こ
み
て
は
、
い
と
ど
御
心
地
も
苦
し
う
お
は

し
ま
す
ら
む
と
て
、
南
、
東
面
に
出
だ
さ
せ
た
ま
う
て
、

さ
る
べ
き
か
ぎ
り
、
こ
の
二
間
の
も
と
に
は
さ
ぶ
ら
ふ
。

殿
の
上
、
讃
岐
の
宰
相
の
君
、
内
蔵
の
命
婦
、
御
几
帳

の
う
ち
に
、
仁
和
寺
の
僧
都
の
君
、
三
井
寺
の
内
供
の

君
も
召
し
い
れ
た
り
。

済
信
権
大
僧
都
。

４

狭
衣
物
語

巻
一

一
―
七
五
頁

狭
衣
、
仁
和
寺

の
威
儀
師
に
誘

拐
さ
れ
た
飛
鳥

井
の
女
君
を
発

見
す
る
。

「
下
簾
か
け
た
ま
へ
る
は
僧
綱
に
こ
そ
は
お
は
す
ら
め
。

さ
は
あ
り
と
も
、
し
ば
し
留
め
て
は
過
し
た
ま
は
で
、

競
ひ
て
は
や
り
来
る
。
誰
ば
か
り
に
か
お
は
す
ら
ん
」

と
荒
ら
か
に
問
ふ
に
、「
仁
和
寺
の
某
阿
闍
梨
の
御
車
に

て
、
母
上
の
物
へ
渡
り
た
ま
ふ
な
り
。
荒
牛
に
て
、
心

に
ま
か
せ
ず
走
り
は
べ
る
を
」
と
わ
な
な
き
出
づ
る
を
、

京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
大
本

山
。

５

狭
衣
物
語

巻
一

一
―
七
六
頁

狭
衣
、
仁
和
寺

の
威
儀
師
に
誘

拐
さ
れ
た
飛
鳥

井
の
女
君
を
発

見
す
る
。

「
何
者
ぞ
」
と
問
へ
ば
、「
仁
和
寺
に
某
威
儀
師
と
申
す

人
な
り
。
年
頃
、
懸
想
し
た
ま
へ
る
人
の
、
太
秦
に
日

頃
籠
り
た
ま
へ
る
が
、
出
で
た
ま
ふ
と
て
車
借
り
た
ま

へ
れ
ば
、
喜
び
な
が
ら
奉
り
た
ま
ひ
て
、
姫
君
一
人
を

盗
み
て
、
率
て
お
は
す
る
な
り
。

６

狭
衣
物
語

巻
一

一
―
八
五
頁

飛
鳥
井
の
女
君

の
境
遇
。

年
頃
過
し
け
る
を
、
そ
の
男
失
せ
て
後
は
、
い
と
わ
り

な
き
あ
り
さ
ま
に
て
あ
り
け
れ
ば
、
仁
和
寺
の
威
儀
師

と
い
ふ
者
を
語
ら
ひ
て
、
か
れ
に
こ
の
君
の
こ
と
を
扱

は
せ
け
る
に
、

７

狭
衣
物
語

巻
一

一
―
八
八
頁

狭
衣
、
飛
鳥
井

の
女
君
を
寵
愛

す
る
。

あ
る
は
ま
た
、「
仁
和
寺
の
威
儀
師
が
盗
み
た
り
け
む
女

か
」
な
ど
、お
の
お
の
言
ひ
合
せ
て
、あ
や
し
が
る
べ
し
。

四



中
古
中
世
の
文
学
作
品
に
お
け
る
仁
和
寺
関
連
用
例

41

８

栄
花
物
語

巻
第
三
「
さ
ま

ざ
ま
の
よ
ろ
こ

び
」

一
―
一
七
七
頁

円
融
院
崩
御
。

仁
和
寺
の
僧
正
と
聞
ゆ
る
は
、
土
御
門
の
源
氏
の
大
臣

の
御
は
ら
か
ら
に
お
は
す
、
仁
和
寺
の
親
王
と
聞
え
け

る
御
子
に
お
は
す
、
い
み
じ
う
思
し
ま
ど
ふ
。
か
の
釈

尊
入
滅
の
心
地
し
て
、「
大
師
入
滅
、
我
随
入
滅
」
と
憍

梵
波
提
が
言
ひ
て
、
水
に
な
り
て
流
れ
け
ん
心
地
す
る

人
い
と
多
か
り
。

寛
朝
。「
仁
和
寺
の
僧
正
と
聞
ゆ
る
は
」
は
「
い
み
じ

う
思
し
ま
ど
ふ
」
に
係
る
。「
土
御
門
の
…
御
子
に
お

は
す
」
は
寛
朝
に
つ
い
て
の
系
譜
説
明
。

９

栄
花
物
語

巻
第
八
「
は
つ

は
な
」

一
―
三
九
八
頁

彰
子
の
安
産
を

待
ち
望
む
。

心
誉
阿
闍
梨
は
、軍
荼
利
の
法
な
る
べ
し
、赤
衣
着
た
り
。

清
禅
阿
闍
梨
は
大
威
徳
を
敬
ひ
て
腰
を
屈
め
た
り
。
仁

和
寺
の
僧
正
は
孔
雀
経
の
御
修
法
を
お
こ
な
ひ
た
ま
ひ
、

と
く
と
く
と
参
り
か
は
れ
ば
、
夜
も
明
け
果
て
ぬ
。

仁
和
寺
の
僧
正
…
雅
慶
。
真
言
宗
仁
和
寺
。「
僧
正
雅

慶
、
中
宮
御
修
善
ヲ
奉
仕
ス
」（
御
堂
・
八
月
二
日
）。

10

栄
花
物
語

巻
第
十
四
「
あ

さ
み
ど
り
」

二
―
一
六
七
頁

師
明
親
王
の
出

家
。

院
の
御
情
な
く
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
あ
り
て
、
い
み

じ
う
恨
み
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
御
覧

じ
て
、
四
の
宮
、
い
み
じ
く
頼
み
た
て
ま
つ
り
た
る
院

の
御
心
掟
さ
ば
か
り
に
こ
そ
お
は
し
ま
し
け
れ
と
、
心

憂
く
思
さ
れ
て
、
忍
び
て
仁
和
寺
に
お
は
し
ま
し
に
け

り
。
僧
正
済
信
の
御
も
と
に
お
は
し
ま
し
て
、「
年
ご
ろ

出
家
の
本
意
深
く
は
べ
る
を
、
な
さ
せ
た
ま
へ
」
と
聞

え
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
僧
正
、「
と
も
か
く
も
聞
え
さ

す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
と
て
、
な
し
た
て
ま
つ
る
。

仁
和
寺
…
京
都
市
右
京
区
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の

総
本
山
。
光
孝
天
皇
の
発
願
に
よ
り
造
営
が
始
ま
り
、

宇
多
天
皇
の
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
に
金
堂
供
養
が

行
わ
れ
た
。
宇
多
上
皇
が
出
家
後
に
住
し
た
た
め
御

室
と
呼
ば
れ
る
。

済
信
…
真
言
宗
仁
和
寺
の
僧
。
源
雅
信
男
で
、
倫

子
の
兄
弟
。
長
和
二
年
正
月
十
四
日
に
権
僧
正
、

十
二
月
二
十
六
日
に
僧
正
に
転
ず
る
。
寛
仁
三
年

（
一
〇
一
九
）
十
月
二
十
日
に
大
僧
正
。
仁
和
寺
僧
正

と
呼
ば
れ
る
。
六
十
一
歳
（
異
説
あ
り
）。

11

栄
花
物
語

巻
第
十
五
「
う

た
が
ひ
」

二
―
一
七
五
頁

道
長
の
病
。

御
物
の
怪
ど
も
、
い
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
う
ゆ
ゆ
し
く

い
ふ
も
例
の
こ
と
な
れ
ど
、
な
ほ
、
い
か
に
と
、
公
私

た
だ
今
の
大
事
、
こ
れ
よ
り
ほ
か
に
何
ご
と
か
は
と
見

え
た
り
。
仁
和
寺
の
僧
正
な
ど
も
皆
お
は
す
。

仁
和
寺
の
僧
正
…
済
信

五
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12

栄
花
物
語

巻
第
十
六
「
も

と
の
し
づ
く
」

二
―
二
四
九
頁

倫
子
発
願
の
西

北
院
で
の
不
断

念
仏
。

そ
の
事
果
て
て
、
や
が
て
三
日
三
夜
、
不
断
の
御
念
仏
、

山
の
御
念
仏
の
さ
ま
を
う
つ
し
お
こ
な
は
せ
た
ま
ふ
。

念
仏
僧
ど
も
は
、
年
十
五
を
き
は
め
に
て
、
十
二
三
四

ま
で
選
り
召
し
た
り
。
山
の
西
塔
、
東
塔
、
横
川
、
山

階
寺
、
仁
和
寺
、
三
井
寺
に
、
お
の
お
の
召
し
集
め
た
り
。

法
師
な
れ
ど
、
そ
の
人
の
子
な
ら
ざ
ら
ん
は
参
ら
せ
ず
。

さ
る
べ
き
上
達
部
、
四
位
、
五
位
ま
で
の
子
ど
も
を
ぞ

参
ら
す
る
。
仁
和
寺
の
僧
正
い
み
じ
う
し
た
て
た
ま
ひ

て
、
十
人
ば
か
り
参
ら
せ
た
ま
へ
り
。

仁
和
寺
の
僧
正
…
済
信

13

栄
花
物
語

巻
第
十
七
「
お

む
が
く
」

二
―
二
八
〇
頁

法
成
寺
金
堂
の

供
養
。

か
く
て
こ
の
南
の
幄
に
は
、
仁
和
寺
僧
正
、
禅
林
寺
僧

正
、
山
の
座
主
、
山
階
寺
僧
都
な
ど
を
は
じ
め
、
御
供

に
二
十
余
、
三
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
の
僧
ど
も
、
か
た
ち

き
よ
げ
に
丈
等
し
く
美
々
し
き
を
、
十
二
十
人
続
き
た

ち
た
り
。

仁
和
寺
の
僧
正
…
済
信

14

大
鏡

師
尹

一
四
一
頁

小
一
条
院
の
弟

妹
宮
た
ち

次
の
四
宮
師
明
親
王
と
申
す
、
幼
く
よ
り
出
家
し
て
、

仁
和
寺
僧
正
の
か
し
づ
き
も
の
に
て
お
は
し
ま
す
め
り
。

幼
く
よ
り
出
家
し
て
…
師
明
は
寛
仁
二
年
八
月

二
十
七
日
仁
和
寺
で
出
家
、
十
四
歳
。
法
名
性
信
。

大
御
室
と
号
し
た
。『
栄
花
物
語
』
巻
十
四
「
あ
さ
み

ど
り
」
に
詳
し
い
。
仁
和
寺
僧
正
…
済
信
。
左
大
臣

源
雅
信
の
子
で
、
寛
仁
三
年
に
大
僧
正
。「
仁
和
寺
」

は
宇
多
天
皇
が
建
立
し
た
寺
。

15

大
鏡

兼
通

二
二
〇
頁

兼
通
の
子
孫

ま
こ
と
や
、
北
面
の
中
納
言
と
か
や
、
世
の
人
の
申
し

し
時
光
卿
。
そ
れ
、
ま
た
、
右
京
大
夫
に
て
お
は
せ
し
。

こ
の
大
夫
の
御
子
ぞ
か
し
、
今
の
仁
和
寺
の
別
当
、
律

師
尋
清
君
。
堀
河
殿
の
御
末
、
か
ば
か
り
か
。

『
小
右
記
』
に
「
仁
和
寺
別
当
尋
清
」（
長
和
四
年

十
二
月
二
十
一
日
）
と
見
え
る
。
任
権
律
師
は
、
長

和
六
年
（
一
〇
一
七
）
三
月
。

六
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16

大
鏡

道
長
（
雑
々
物

語
）

三
九
二
頁

源
重
信
の
紹
介
。

父
宮
は
出
家
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
仁
和
寺
に
お
は
し
ま

し
し
か
ば
、
六
条
殿
、
修
理
大
夫
に
て
お
は
し
ま
し
し

ほ
ど
な
れ
ば
、
仁
和
寺
へ
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ふ
行
き
帰
り

の
道
を
、
一
度
は
、
東
の
大
宮
よ
り
上
ら
せ
た
ま
ひ
て
、

一
条
よ
り
西
ざ
ま
に
お
は
し
ま
し
、

父
宮
…
敦
実
親
王
の
出
家
は
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）

二
月
。
仁
和
寺
…
宇
多
天
皇
の
御
願
寺
。
出
家
後
は

寺
内
の
御
所
に
住
み
、
崩
御
後
は
、
敦
実
親
王
に
伝

え
ら
れ
、
親
王
も
出
家
し
て
こ
こ
に
入
る
。
現
、
京

都
市
右
京
区
御
室
。

17

今
昔
物
語

巻
第
十
二　
　

一
―
二
一
〇
頁

仏
の
化
身
が
現

れ
る
。

亦
、
僧
共
ノ
見
ケ
レ
バ
、
平
張
ノ
下
ニ
入
道
殿
ノ
御
マ

ス
上
ノ
方
ニ
香
染
ノ
法
服
着
シ
タ
ル
僧
ノ
居
タ
レ
バ
、

「
彼
レ
ハ
誰
ソ
。仁
和
寺
ノ
済
信
大
僧
正
ノ
在
ス
也
ケ
リ
」

ト
思
テ
、
皆
、
僧
共
歩
ビ
行
ク
ニ
、
漸
ク
近
ク
成
ル
程
ニ
、

此
ノ
人
不
見
ズ
成
ヌ
。

18

今
昔
物
語

巻
第
十
三　
　

一
―
三
七
六
頁

定
修
僧
都
の
紹

介
。

今
昔
、
仁
和
寺
ノ
東
ニ
香
隆
寺
ト
云
フ
寺
有
リ
。
其
ノ

寺
定
修
僧
都
ト
云
フ
人
住
ケ
リ
。

19

今
昔
物
語

巻
第
十
五　
　

二
―
一
四
六
頁

往
生
し
た
童
の

紹
介
。

今
昔
、
仁
和
寺
ニ
観
峰
威
儀
師
ト
云
フ
者
有
ケ
リ
。
其
ノ

従
ニ
一
人
ノ
童
有
ケ
リ
。（
中
略
）
而
ル
ニ
、
此
ノ
童
仁

和
寺
ノ
西
ニ
鳴
滝
ト
云
フ
所
ニ
行
テ
、
河
ニ
水
ヲ
浴
テ
、

20

今
昔
物
語

巻
十
五　
　
　

二
―
一
四
七
頁

童
の
往
生
。

如
此
ク
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、
念
仏
ノ
音
止
ヌ
レ
バ
、
頸
ヲ

打
垂
ヒ
テ
死
ヌ
。
其
ノ
合
セ
タ
ル
手
ハ
然
乍
ラ
有
リ
。

童
部
此
レ
ヲ
見
テ
、
驚
テ
人
ニ
告
レ
バ
、
仁
和
寺
ノ
人

員
不
知
ズ
集
リ
来
テ
、
此
レ
ヲ
見
テ
、「
寄
異
ノ
事
也
」

ト
貴
ビ
テ
皆
返
ニ
ケ
リ
。

21

今
昔
物
語

巻
第
十
七　
　

二
―
三
二
五
頁

蔵
算
の
紹
介
。

今
昔
、
愛
宕
護
ノ
山
ニ
一
人
ノ
僧
住
ケ
リ
。
名
ヲ
バ
蔵

算
ト
云
フ
。
仁
和
寺
ノ
池
上
ノ
平
救
阿
闍
梨
ト
云
フ
人

ノ
弟
子
也
。

七
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22

今
昔
物
語

巻
第
二
十　
　

三
―
四
〇
頁

仁
和
寺
成
典
僧

正
、
尼
の
天
狗

に
会
う
。

今
昔
、
仁
和
寺
ニ
成
典
僧
正
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
俗
性

ハ
藤
原
ノ
氏
。
広
沢
ノ
寛
朝
大
僧
正
ヲ
師
ト
シ
テ
、
真

言
ノ
蜜
法
受
ケ
学
テ
、
年
来
行
法
怠
ル
事
無
ク
シ
テ
、

僧
正
マ
デ
成
上
タ
ル
人
也
。
然
バ
、
其
人
仁
和
寺
ニ
行

ヒ
テ
居
タ
ル
、
同
仁
和
寺
ノ
内
ノ
辰
巳
ノ
角
ニ
、
円
堂

ト
云
フ
寺
有
リ
。

23

保
元
物
語

中　

三
一
七
頁

新
院
の
出
家
。

「
さ
て
、
い
づ
ち
へ
か
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
」
と
申
せ

ば
、「
さ
り
と
て
は
、
仁
和
寺
の
五
の
宮
へ
渡
す
べ
し
。

但
し
、
案
内
を
ば
申
す
べ
か
ら
ず
。
是
非
無
く
御
輿
を

舁
き
入
る
べ
し
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
ふ
つ
と
舁
き

入
れ
進
ら
せ
て
、
家
弘
は
北
山
へ
逃
げ
入
り
に
け
り
。

仁
和
寺
は
、
京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
真
言
宗
御

室
派
の
寺
。
勅
願
寺
。
当
時
、
鳥
羽
天
皇
第
五
皇
子
、

新
院
の
弟
で
あ
る
覚
性
法
親
王
が
住
し
て
い
た
。

24

保
元
物
語

中　

三
二
五
頁

重
仁
親
王
の
出

家
。

ま
た
、
重
仁
親
王
を
ば
、
日
頃
尋
ね
進
ら
せ
ら
れ
け
れ

ど
も
、
御
行
く
末
を
知
り
奉
ら
ざ
り
け
る
程
に
、
女
房

車
に
召
さ
れ
て
、
朱
雀
門
の
前
を
通
ら
せ
た
ま
ひ
け
る

を
、
平
判
官
実
俊
、
見
付
け
進
ら
せ
て
、
内
裏
へ
告
げ

申
し
た
り
け
れ
ば
、
御
使
参
り
て
、「
い
づ
く
へ
候
ふ
ぞ
」

と
尋
ね
申
し
け
れ
ば
、「
出
家
の
為
、
仁
和
寺
の
方
へ
罷

り
向
ふ
」
由
、
御
返
事
あ
り
。

現
在
の
京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
、
真
言
宗
御
室

派
の
総
本
山
。
作
中
時
間
当
時
、
新
院
の
子
の
元
性

法
印
が
住
す
。

25

保
元
物
語

下　

三
六
九
頁

崇
徳
院
の
讃
岐

行
き
。

同
じ
き
廿
二
日
、
内
裏
よ
り
、
蔵
人
右
少
弁
資
長
朝
臣
を

御
使
と
し
て
、
仁
和
寺
へ
参
ら
せ
ら
れ
て
、「
明
日
、
讃

岐
国
へ
移
ら
せ
お
は
し
ま
す
べ
き
」
由
、申
さ
せ
た
ま
ふ
。

合
戦
の
後
崇
徳
院
が
出
家
し
て
居
所
と
し
た
。

26

保
元
物
語

下　

三
七
〇
頁

崇
徳
院
の
讃
岐

行
き
。

明
る
廿
三
日
、夜
深
く
、仁
和
寺
殿
を
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
。

美
濃
前
司
保
成
が
車
に
召
す
。
佐
渡
式
部
大
夫
重
成
が

下
部
、
御
車
を
仕
る
。

八
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27

保
元
物
語

下　

三
七
二
頁

崇
徳
院
の
讃
岐

行
き
。

新
院
、
御
船
に
召
さ
れ
け
れ
ば
、
内
裏
の
御
使
ひ
、
御

船
の
屋
形
に
押
し
籠
め
奉
り
、
四
方
を
打
ち
付
け
、
外

よ
り
鎖
を
ぞ
鎖
し
て
け
る
。
女
房
た
ち
、
今
朝
仁
和
寺

殿
を
出
で
さ
せ
お
は
し
ま
し
つ
る
や
う
に
、
喚
き
悲
し

み
た
ま
ひ
け
り
。

28

平
治
物
語

上　

四
一
八
頁

源
重
成
の
紹
介
。

重
成
は
、
保
元
の
乱
れ
の
時
、
讃
岐
院
の
仁
和
寺
寛
遍

法
務
が
坊
に
打
ち
籠
め
ら
れ
て
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
し
を
、

守
護
し
奉
り
て
、
や
が
て
讃
岐
へ
御
配
流
の
時
、
鳥
羽

ま
で
御
供
し
た
り
し
者
な
り
。

寛
遍
法
務
…
源
氏
の
出
。
大
納
言
師
忠
の
息
。
作
中

時
間
当
時
は
仁
和
寺
寺
務
兼
法
務
。

29

平
治
物
語

上　

四
四
〇
頁

後
白
河
上
皇
の

御
幸
。

急
ぎ
急
ぎ
、
何
方
へ
も
御
幸
な
ら
せ
お
は
し
ま
し
候
へ
」

と
奏
し
け
れ
ば
、
上
皇
、
驚
か
せ
た
ま
ひ
て
、「
仁
和
寺

の
方
へ
こ
そ
思
し
立
た
め
」
と
て
、
殿
上
人
体
に
御
姿

を
や
つ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
紛
れ
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
。

現
在
の
京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
。
仁
和
四
年

（
八
八
八
）、
宇
多
天
皇
が
創
建
。
以
来
、
皇
族
が
多

く
入
寺
。
作
中
間
当
時
、
後
白
河
上
皇
の
弟
の
覚
性

法
親
王
が
入
寺
し
て
い
た
。

30

平
治
物
語

上　

四
四
一
頁

後
白
河
上
皇
の

御
幸
。

と
か
く
し
て
、
仁
和
寺
に
着
か
せ
お
は
し
ま
す
。
事
の

由
を
仰
せ
け
れ
ば
、
法
親
王
、
大
き
に
御
喜
び
あ
り
て
、

御
座
し
つ
ら
ひ
て
入
れ
進
ら
せ
、
供
御
な
ど
勧
め
申
し

て
、
か
ひ
が
ひ
し
く
も
て
な
し
進
ら
せ
た
ま
ひ
け
り
。

法
親
王
…
皇
子
で
、
出
家
後
に
親
王
宣
下
を
受
け
た

人
。
こ
こ
は
、
覚
性
法
親
王
。

31

平
治
物
語

上　

四
八
〇
頁

信
頼
卿
、
後
白

河
上
皇
に
会
お

う
と
す
る

上
皇
は
仁
和
寺
御
室
に
ま
し
ま
す
由
を
承
り
て
、「
昔
の

御
恵
み
の
余
波
な
ら
ば
、
御
助
け
あ
ら
ん
ず
ら
ん
」
と

思
ひ
、
信
頼
卿
、
頸
を
述
べ
て
ぞ
参
り
け
る
。

仁
和
寺
に
は
創
建
者
宇
多
法
皇
の
仙
洞
御
所
が
あ
り
、

そ
れ
を
御
室
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
の
こ
と

を
御
室
と
も
呼
ぶ
。こ
こ
は
、仁
和
寺
御
室
と
重
ね
た
。

32

平
治
物
語

上　

四
九
〇
頁

平
治
二
年
正
月

の
様
子
。

平
治
二
年
正
月
一
日
、
あ
ら
た
ま
の
年
に
立
ち
返
れ
ど

も
、
元
日
・
元
三
の
儀
式
、
事
宜
し
か
ら
ず
。
内
裏
に
も
、

天
慶
の
例
と
て
、
朝
拝
も
留
め
ら
る
。
上
皇
は
仁
和
寺

に
ま
し
ま
せ
ば
、
拝
礼
も
な
か
り
け
り
。

九
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33

平
治
物
語

中　

四
九
七
頁

後
白
河
上
皇
、

仁
和
寺
を
出
て
、

顕
長
の
宿
所
に

御
幸
す
る
。

同
じ
き
六
日
、
一
院
は
仁
和
寺
宮
の
御
所
を
出
で
さ
せ

た
ま
ひ
て
、
八
条
堀
川
の
皇
后
宮
大
夫
顕
長
卿
の
宿
所

へ
御
幸
な
る
。

34

梁
塵
秘
抄

巻
第
十

三
五
八
頁

乙
前
の
死
。

そ
の
の
ち
、
仁
和
寺
理
趣
三
昧
に
参
り
て
候
ひ
し
ほ
ど

に
、
二
月
十
九
日
に
は
や
く
隠
れ
に
し
由
を
聞
き
し
か

ば
、
を
し
む
べ
き
齢
に
は
な
け
れ
ど
、
と
し
ご
ろ
見
馴

れ
し
に
、
あ
は
れ
さ
か
ぎ
り
な
く
、

真
言
宗
の
門
跡
寺
院
。
京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
。

35

方
丈
記

二
三
頁

仁
和
寺
の
隆
暁

法
印
、
餓
死
者

の
数
を
数
え
る
。

仁
和
寺
に
隆
暁
法
印
と
い
ふ
人
、
か
く
し
つ
つ
数
も
知

ら
ず
、
死
ぬ
る
事
を
悲
し
み
て
、
そ
の
首
の
見
ゆ
る
ご

と
に
額
に
阿
字
を
書
き
て
、
縁
を
結
ば
し
む
る
わ
ざ
を

な
ん
せ
ら
れ
け
る
。

36

徒
然
草

第
五
二
段　
　

一
二
二
頁

仁
和
寺
に
あ
る

法
師

仁
和
寺
に
あ
る
法
師
、
年
よ
る
ま
で
、
石
清
水
を
拝
ま

ざ
り
け
れ
ば
、
心
う
く
覚
え
て
、
あ
る
時
思
ひ
立
ち
て
、

た
だ
ひ
と
り
か
ち
よ
り
詣
で
け
り
。

京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
、
真
言
宗
御
室
派
の
本

山
。

37

徒
然
草

第
五
三
段　
　

一
二
二
～

一
二
三
頁

是
も
仁
和
寺
の

法
師

是
も
仁
和
寺
の
法
師
、
童
の
法
師
に
な
ら
ん
と
す
る
名

残
と
て
、
各
あ
そ
ぶ
事
あ
り
け
る
に
、
酔
ひ
て
興
に
入

る
あ
ま
り
、
傍
ら
な
る
足
鼎
を
取
り
て
、
頭
に
か
づ
き

た
れ
ば
、
つ
ま
る
や
う
に
す
る
を
、
鼻
を
お
し
平
め
て
、

顔
を
さ
し
入
れ
て
舞
ひ
出
で
た
る
に
、
満
座
興
に
入
る

事
か
ぎ
り
な
し
。（
中
略
）
又
仁
和
寺
へ
帰
り
て
、
親
し

き
者
、
老
い
た
る
母
な
ど
、
枕
上
に
寄
り
ゐ
て
悲
し
め

ど
も
、
聞
く
ら
ん
と
も
覚
え
ず
。

一
〇
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38

徒
然
草

第
二
一
八
段

二
五
一
頁

狐
は
人
に
食
ひ

つ
く
も
の
な
り
。

狐
は
人
に
食
ひ
つ
く
も
の
な
り
。
堀
川
殿
に
て
、
舎
人

が
寝
た
る
に
足
を
狐
に
食
は
る
。
仁
和
寺
に
て
、
夜
、

本
寺
の
前
を
通
る
下
法
師
に
、
狐
三
つ
飛
び
か
か
り
て

食
ひ
つ
き
け
れ
ば
、
刀
を
抜
き
て
こ
れ
を
ふ
せ
ぐ
間
、

狐
二
疋
を
突
く
。

39

平
家
物
語

巻
第
三

一
―
一
八
六
頁

守
覚
法
親
王
、

中
宮
徳
子
の
安

産
を
祈
る
。

六
月
一
日
、
中
宮
御
着
帯
あ
り
け
り
。
仁
和
寺
の
御
室

守
覚
法
親
王
、
御
参
内
あ
ッ
て
、
孔
雀
経
の
法
を
も
ッ

て
御
加
持
あ
り
。
天
台
座
主
主
覚
快
法
親
王
、
同
じ
う

参
ら
せ
給
ひ
て
、
変
成
男
子
の
法
を
修
せ
ら
る
。

御
室
…
仁
和
寺
の
別
称
。
転
じ
て
管
長
の
意
。
代
々
、

法
親
王
が
継
承
し
て
、
御
室
門
跡
と
い
う
。

40

平
家
物
語

巻
第
三

一
―
一
九
七
頁

守
覚
法
親
王
、

中
宮
徳
子
の
安

産
を
祈
る
。

仁
和
寺
御
室
は
孔
雀
経
の
法
、
天
台
座
主
覚
快
法
親
王

は
七
仏
薬
師
の
法
、
寺
の
長
吏
円
恵
法
親
王
は
金
剛
童

子
の
法
、
其
外
五
大
虚
空
蔵
、
六
観
音
、
一
字
金
輪
、

五
壇
の
法
、
六
字
加
輪
、
八
字
文
殊
、
普
賢
延
命
に
い

た
る
ま
で
、
残
る
処
な
う
修
せ
ら
れ
け
り
。

41

平
家
物
語

巻
第
三

一
―
二
〇
二
頁

徳
子
の
出
産
の

修
法
の
結
願
。

御
修
法
の
結
願
に
、
勧
賞
共
お
こ
な
は
る
。
仁
和
寺
御

室
は
、
東
寺
修
造
せ
ら
る
べ
し
、
幷
び
に
後
七
日
の
御

修
法
、
大
元
の
法
、
灌
頂
、
興
行
せ
ら
る
べ
き
由
仰
せ

下
さ
る
。

42

平
家
物
語

巻
第
四

一
―
三
三
二
頁

高
倉
宮
の
遺
児

の
出
家
。

女
院
、「
な
に
の
や
う
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。た
だ
と
う
〳
〵
」

と
て
法
師
に
な
し
奉
り
、
尺
子
に
さ
だ
ま
ら
せ
給
ひ
て
、

仁
和
寺
の
御
室
の
御
弟
子
に
な
し
参
ら
ッ
さ
せ
給
ひ
け

り
。

御
室
…
仁
和
寺
の
別
称
、
ま
た
そ
の
住
職
を
さ
す
。

こ
こ
は
後
者
で
、
御
室
門
跡
の
意
。
こ
こ
は
後
白
河

院
第
二
皇
子
、
守
覚
法
親
王
。
北
院
御
室
と
い
う
。

建
仁
二
年
（
一
二
〇
三
）
没
、
五
十
三
歳
。

一
一
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43

平
家
物
語

巻
第
七

二
―
七
七
頁

経
正
都
落

修
理
大
夫
経
盛
の
子
息
、
皇
后
宮
亮
経
正
、
幼
少
に
て

は
仁
和
寺
の
御
室
の
御
所
に
、
童
形
に
て
候
は
れ
し
か

ば
、
か
か
る
忩
劇
の
中
に
も
其
御
名
残
き
ッ
と
思
ひ
出

で
て
、侍
五
六
騎
召
し
具
し
て
、仁
和
寺
殿
へ
馳
せ
参
り
、

門
前
に
て
馬
よ
り
お
り
、
申
し
入
れ
ら
れ
け
る
は
、

京
都
市
右
京
区
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
。
宇
多
天
皇
が

出
家
後
仁
和
寺
に
御
室
を
営
み
住
ん
で
後
、
代
々
の

住
職
に
法
親
王
が
な
っ
た
の
で
御
室
の
別
称
を
も
つ
。

当
時
の
御
室
は
守
覚
法
親
王
（
後
白
河
天
皇
第
二
皇

子
）。経
正
が
仕
え
た
の
は
そ
の
前
代
覚
性
法
親
王（
鳥

羽
天
皇
第
五
皇
子
）。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
没
。

44

平
家
物
語

巻
第
七

二
―
八
四
頁

平
頼
盛
、
都
に

と
ど
ま
る
。

「
一
門
の
平
家
は
運
つ
き
、
既
に
都
を
落
ち
ぬ
。
今
は
兵

衛
佐
に
た
す
け
ら
れ
ん
ず
る
に
こ
そ
」
と
宣
ひ
て
、
都

へ
か
へ
ら
れ
け
る
と
ぞ
き
こ
え
し
。
八
条
女
院
の
、
仁

和
寺
の
常
葉
殿
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
に
、
参
り
こ
も
ら
れ

け
り
。

45

と
は
ず
が
た
り

巻
一

二
六
四
頁

愷
子
内
親
王
の

紹
介
。

斎
宮
は
後
嵯
峨
院
の
姫
宮
に
て
物
し
た
ま
ひ
し
が
、
御

服
に
て
下
り
た
ま
ひ
な
が
ら
、
な
ほ
御
暇
を
許
さ
れ
た

て
ま
つ
り
た
ま
は
で
、
伊
勢
に
三
年
ま
で
御
渡
り
あ
り

し
が
、
こ
の
秋
の
こ
ろ
に
や
、
御
上
り
あ
り
し
後
は
、

仁
和
寺
に
衣
笠
と
い
ふ
わ
た
り
に
住
み
た
ま
ひ
し
か
ば
、

仁
和
寺
の
近
く
に

46

春
の
深
山
路

三
三
八
頁

方
違
え
の
行
幸

へ
の
供
奉
。

公
卿
、
大
炊
御
門
大
納
言
信
嗣
・
中
御
門
大
納
言
経
任
・

左
大
将
・
洞
院
中
納
言
公
守
卿
・
子
・
仁
和
寺
三
位
顕

名
卿
、
頭
中
将
基
顕
、
頭
兵
衛
督
為
世
朝
臣
、
佐
、
左

五
人
右
二
人
、
右
少
な
き
に
よ
り
て
、
左
の
下
﨟
右
に

わ
た
る
。

一
二
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47

宇
治
拾
遺
物
語

巻
第
十
四

四
三
一
頁

寛
朝
僧
正
の
勇

力
。

今
は
昔
、
遍
照
寺
僧
正
寛
朝
と
い
ふ
人
、
仁
和
寺
を
も

知
り
け
れ
ば
、
仁
和
寺
の
破
れ
た
る
所
修
理
せ
さ
す
と

て
、
番
匠
ど
も
あ
ま
た
集
ひ
て
作
り
け
り
。

京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
院
。
山
号

は
大
内
山
。
光
孝
天
皇
の
遺
志
に
よ
り
、
仁
和
四
年

（
八
八
八
）
宇
多
天
皇
が
創
建
。
譲
位
後
に
居
住
し
た

こ
と
に
よ
り
、
御
室
御
所
と
呼
ば
れ
る
。
寛
朝
の
仁

和
寺
別
当
就
任
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）。

48

十
訓
抄

九
ノ
一

三
六
八
頁

寛
助
大
僧
正
の

様
子

仁
和
寺
の
大
御
室
の
御
時
、
成
就
院
僧
正
の
、
い
ま
だ

阿
闍
梨
と
申
し
け
る
こ
ろ
、
白
河
の
九
重
の
御
塔
供
養

あ
り
け
り
。
御
室
、「
こ
の
た
び
の
賞
あ
ら
ば
、
か
な
ら

ず
譲
ら
む
」
と
御
約
束
あ
り
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
申

し
給
ふ
ほ
ど
に
、

京
都
市
右
京
区
に
あ
る
古
義
真
言
宗
御
室
派
の
大
本

山
。宇
多
天
皇
入
寺
以
降
、代
々
法
親
王
が
入
住
し
た
。

49

十
訓
抄

十
ノ
十
六

四
〇
四
頁

小
大
進
の
無
実

の
罪
。

す
な
は
ち
、
小
大
進
を
ば
召
し
け
れ
ど
も
、「
か
か
る
も

ん
か
う
を
負
ふ
こ
と
は
、
心
わ
ろ
き
も
の
に
お
ぼ
し
め

さ
る
る
や
う
の
あ
れ
ば
こ
そ
」
と
て
、
や
が
て
仁
和
寺

な
る
所
に
籠
も
り
居
に
け
り
。

50

沙
石
集

巻
第
五
末
ノ
二

二
六
〇
頁

小
大
進
の
無
実

の
罪
。

そ
の
後
、
小
大
進
、
召
さ
れ
け
れ
ど
も
、「
日
来
、
心
わ

ろ
き
者
と
思
し
召
さ
れ
て
こ
そ
、
か
か
る
心
憂
き
事
も

侍
れ
」
と
て
、仁
和
寺
に
籠
も
り
居
て
、参
ら
ざ
り
け
り
。

京
都
市
右
京
区
御
室
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
総
本

山
。

51

太
平
記

巻
第
二

一
―
八
二
頁

資
朝
卿
の
子
息

阿
新
の
佐
渡
行

き
へ
の
決
意
。

こ
の
事
京
都
に
も
そ
の
沙
汰
あ
り
し
か
ば
、
資
朝
卿
の

息
男
阿
新
殿
と
て
、
歳
十
三
に
な
り
玉
ひ
け
る
が
、
父

の
卿
召
人
に
な
り
玉
ひ
し
よ
り
、
仁
和
寺
な
る
所
に
隠

れ
て
御
座
し
け
る
が
、「
今
は
何
事
に
か
命
を
も
惜
し
む

べ
き
。
父
と
と
も
に
失
は
れ
、
冥
途
の
伴
を
も
す
べ
し
。

下
つ
て
最
後
の
体
を
も
見
奉
ら
ん
」
と
、
泣
き
悲
し
み

け
れ
ば
、

京
都
市
右
京
区
花
園
町
御
室
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派

の
本
山
。
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
宇
多
天
皇
創
建
、

上
皇
と
な
っ
て
か
ら
入
寺
、
南
側
に
一
宇
を
造
営
し

て
還
御
、ゆ
え
に
御
室
と
も
い
う
。
代
々
、門
跡
寺
院
。

一
三
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52

太
平
記

巻
第
二　

一
―
一
〇
一
頁

俊
基
卿
の
北
の

方
の
嘆
き
。

い
ま
だ
盛
り
に
も
な
ら
ぬ
花
の
御
姿
、
墨
の
衣
に
や
つ

し
替
へ
、
御
髪
に
て
は
自
ら
三
尊
一
幅
の
来
迎
の
像
を

縫
は
せ
、
御
座
せ
し
仁
和
寺
の
傍
ら
に
柴
の
菴
を
か
り

そ
め
に
、
結
ぶ
と
も
な
き
閑
居
を
し
め
、
一
両
の
伴
侶

を
設
け
、
二
六
時
中
の
行
業
に
は
、
過
去
幽
霊
、
出
離

生
死
、
頓
証
菩
提
と
祈
つ
て
は
、
過
ぎ
来
し
方
の
思
ひ

出
を
、

53

太
平
記

巻
第
五

一
―
二
四
八
頁

二
品
親
王
法
守

の
紹
介
。

大
塔
・
梨
下
の
両
門
跡
を
合
は
せ
て
御
管
領
あ
り
し
か

ば
、
御
門
徒
の
大
衆
群
集
し
て
御
拝
堂
の
儀
式
厳
重
な

り
。
こ
れ
に
加
へ
て
、
御
室
二
品
法
守
は
、
仁
和
寺
の

御
門
跡
に
移
ら
せ
給
ひ
て
、東
寺
・
広
沢
の
法
流
を
受
け
、

瑜
伽
三
密
の
智
水
を
心
底
に
湛
へ
御
座
す
。

54

太
平
記

巻
第
十
三

二
―
一
一
三
頁

公
宗
卿
の
北
の

方
の
住
ま
い
。

西
園
寺
の
一
跡
を
ば
、
竹
林
院
中
納
言
公
重
卿
給
は
り

た
り
と
て
、
青
侍
ど
も
あ
ま
た
来
て
取
り
ま
か
な
へ
ば
、

こ
れ
さ
へ
別
れ
の
う
き
数
に
な
り
て
、
北
御
方
は
仁
和

寺
な
る
処
に
幽
な
る
住
処
を
尋
ね
出
だ
し
、
遷
り
住
ま

せ
給
ひ
て
、七
日
七
日
の
御
善
根
、志
を
尽
く
さ
れ
け
る
。

京
都
市
右
京
区
御
室
。
真
言
宗
御
室
派
の
総
本
山
。

55

太
平
記

巻
第
十
五

二
―
二
五
三
頁

尊
氏
の
京
都
へ

の
帰
還
。

将
軍
は
こ
の
度
も
ま
た
丹
波
路
へ
引
か
ん
と
、
寺
戸
の

辺
り
ま
で
お
は
し
た
り
け
る
が
、
京
中
に
敵
一
人
も
な

く
、
皆
引
き
帰
し
た
り
と
聞
え
け
れ
ば
、
ま
た
京
へ
ぞ

帰
り
玉
ひ
け
る
。
こ
の
外
、
八
幡
・
山
崎
・
宇
治
・
勢
田
・

嵯
峨
・
仁
和
寺
・
鞍
馬
路
へ
懸
か
り
て
、
落
ち
行
き
け

る
物
ど
も
、
こ
れ
を
聞
き
て
、
我
も
我
も
と
立
ち
帰
り

け
る
。

右
京
区
御
室
大
内
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
総
本
山
。

一
四
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56

太
平
記

巻
第
十
五

二
―
二
五
五
頁

尊
氏
の
京
都
へ

の
帰
還
。

「
さ
ら
ば
、
落
さ
ぬ
様
に
、
方
々
へ
勢
を
差
し
向
け
よ
」

と
て
、
鞍
馬
路
へ
三
千
余
騎
、
小
原
口
へ
五
千
余
騎
、
勢

田
へ
一
万
余
騎
、
宇
治
へ
三
千
余
騎
、
嵯
峨
・
仁
和
寺
の

方
ま
で
も
、
洩
さ
ぬ
様
に
堅
め
よ
と
て
、
千
騎
・
二
千
騎

差
し
分
け
て
、
勢
を
お
か
れ
ぬ
方
は
な
か
り
け
り
。

右
京
区
御
室
大
内
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
総
本
山
。

御
室
用
例

作
品
名

該
当
箇
所
等

場
面
等

本
文

頭
注
等

１

保
元
物
語

下　

三
九
八
頁

崇
徳
院
の
血
で

書
い
た
『
大
乗

経
』
を
京
に
届

け
よ
う
と
す
る

が
か
な
わ
な
い
。

「
か
か
る
遠
島
に
置
き
奉
る
事
い
た
は
し
け
れ
ば
、鳥
羽
・

八
幡
辺
に
も
納
め
奉
る
べ
き
」
由
、
御
室
の
御
所
へ
申

さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。

京
都
御
室
仁
和
寺
の
五
宮
、
鳥
羽
院
第
五
皇
子
覚
性

の
所
。

２

保
元
物
語

下　

三
九
九
頁

崇
徳
院
の
血
で

書
い
た
『
大
乗

経
』
を
京
に
届

け
よ
う
と
す
る

が
か
な
わ
な
い
。

御
室
の
法
親
王
、
こ
れ
を
見
進
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御
涙

を
流
さ
せ
た
ま
ひ
、
関
白
殿
と
様
々
に
執
り
申
さ
せ
た

ま
ひ
し
か
ど
も
、

仁
和
寺
の
覚
性
法
親
王
。
鳥
羽
上
皇
の
第
五
皇
子
。

一
五
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３

平
治
物
語

中
―
四
八
〇
頁

信
頼
卿
、
後
白

河
上
皇
に
会
お

う
と
す
る
。

上
皇
は
仁
和
寺
御
室
に
ま
し
ま
す
由
を
承
り
て
、「
昔
の

御
恵
み
の
余
波
な
ら
ば
、
御
助
け
あ
ら
ん
ず
ら
ん
」
と

思
ひ
、
信
頼
卿
、
頸
を
伸
べ
て
ぞ
参
り
け
る
。

仁
和
寺
に
は
創
建
者
宇
多
法
皇
の
仙
洞
御
所
が
あ
り
、

そ
れ
を
御
室
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
の
こ
と

を
御
室
と
も
呼
ぶ
。こ
こ
は
、仁
和
寺
御
室
と
重
ね
た
。

４

徒
然
草

第
五
四
段

一
二
四
頁

御
室
に
、
い
み

じ
き
児
の
あ
り

け
る
を

御
室
に
、
い
み
じ
き
児
の
あ
り
け
る
を
、
い
か
で
さ
そ

ひ
出
し
て
遊
ば
ん
と
た
く
む
法
師
ど
も
あ
り
て
、
能
あ

る
あ
そ
び
法
師
ど
も
な
ど
か
た
ら
ひ
て
、
風
流
の
破
子

や
う
の
も
の
、
ね
ん
ご
ろ
に
営
み
出
で
て

仁
和
寺
の
俗
称
。
も
と
宇
多
法
皇
が
仁
和
寺
内
に
設

け
た
住
居
の
通
称
。
や
が
て
仁
和
寺
そ
の
も
の
を
も

通
称
し
た
。

５

平
家
物
語

巻
第
三

一
―
一
八
六
頁

守
覚
法
親
王
、

中
宮
徳
子
の
安

産
を
祈
る
。

六
月
一
日
、
中
宮
御
着
帯
あ
り
け
り
。
仁
和
寺
の
御
室

守
覚
法
親
王
、
御
参
内
あ
ッ
て
、
孔
雀
経
の
法
を
も
ッ

て
御
加
持
あ
り
。
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
、
同
じ
う
参

ら
せ
給
ひ
て
、
変
成
男
子
の
法
を
修
せ
ら
る
。

御
室
…
仁
和
寺
の
別
称
。
転
じ
て
管
長
の
意
。
代
々
、

法
親
王
が
継
承
し
て
、
御
室
門
跡
と
い
う
。

６

平
家
物
語

巻
第
三

一
―
一
九
七
頁

徳
子
の
出
産
。

仁
和
寺
御
室
は
孔
雀
経
の
法
、
天
台
座
主
覚
快
法
親
王

は
七
仏
薬
師
の
法
、
寺
の
長
吏
円
恵
法
親
王
は
金
剛
童

子
の
法
、
其
外
五
大
虚
空
蔵
、
六
観
音
、
一
字
金
輪
、

五
壇
の
法
、
六
字
加
輪
、
八
字
文
殊
、
普
賢
延
命
に
い

た
る
ま
で
、
残
る
処
な
う
修
せ
ら
れ
け
り
。

７

平
家
物
語

巻
第
三　

一
―
二
〇
二
頁

出
産
の
修
法
の

結
願
。

御
修
法
の
結
願
に
、
勧
賞
共
お
こ
な
は
る
。
仁
和
寺
御

室
は
、
東
寺
修
造
せ
ら
る
べ
し
、
幷
び
に
後
七
日
の
御

修
法
、
大
元
の
法
、
灌
頂
、
興
行
せ
ら
る
べ
き
由
仰
せ

下
さ
る
。

一
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８

平
家
物
語

巻
第
四

一
―
三
三
二
頁

高
倉
宮
の
遺
児

の
出
家
。

女
院
、「
な
に
の
や
う
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
と
う
〳
〵
」

と
て
法
師
に
な
し
奉
り
、
尺
子
に
さ
だ
ま
ら
せ
給
ひ
て
、

仁
和
寺
の
御
室
の
御
弟
子
に
な
し
参
ら
ッ
さ
せ
給
ひ
け

り
。

御
室
…
仁
和
寺
の
別
称
、
ま
た
そ
の
住
職
を
さ
す
。

こ
こ
は
後
者
で
、
御
室
門
跡
の
意
。
こ
こ
は
後
白
河

院
第
二
皇
子
、
守
覚
法
親
王
。
北
院
御
室
と
い
う
。

建
仁
二
年
（
一
二
〇
三
）
没
、
五
十
三
歳
。

９

平
家
物
語

巻
第
七

二
―
七
七
頁

経
正
都
落

修
理
大
夫
経
盛
の
子
息
、
皇
后
宮
亮
経
正
、
幼
少
に
て

は
仁
和
寺
の
御
室
の
御
所
に
、
童
形
に
て
候
は
れ
し
か

ば
、
か
か
る
忩
劇
の
中
に
も
其
御
名
残
き
ッ
と
思
ひ
出

で
て
、侍
五
六
騎
召
し
具
し
て
、仁
和
寺
殿
へ
馳
せ
参
り
、

門
前
に
て
馬
よ
り
お
り
、
申
し
入
れ
ら
れ
け
る
は
、

仁
和
寺
…
京
都
市
右
京
区
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
。
宇

多
天
皇
が
出
家
後
仁
和
寺
に
御
室
を
営
み
住
ん
で

後
、
代
々
の
住
職
に
法
親
王
が
な
っ
た
の
で
御
室
の

別
称
を
も
つ
。
当
時
の
御
室
は
守
覚
法
親
王
（
後
白

河
天
皇
第
二
皇
子
）。
経
正
が
仕
え
た
の
は
そ
の
前
代

覚
性
法
親
王
（
鳥
羽
天
皇
第
五
皇
子
）。
嘉
応
元
年

（
一
一
六
九
）
没
。

10

平
家
物
語

巻
第
七

二
―
七
八
頁

経
正
都
落

既
に
甲
冑
を
よ
ろ
ひ
弓
箭
を
帯
し
、
あ
ら
ぬ
様
な
る
よ

そ
ほ
ひ
に
罷
り
な
ッ
て
候
へ
ば
憚
存
じ
候
」
と
ぞ
申
さ

れ
け
る
。
御
室
哀
れ
に
お
ぼ
し
め
し
、「
た
だ
其
す
が
た

を
改
め
ず
し
て
参
れ
」
と
こ
そ
仰
せ
け
れ
。

11

平
家
物
語

巻
第
七

二
―
七
九
頁

経
正
都
落

御
室
や
が
て
御
出
あ
ッ
て
、御
簾
た
か
く
あ
げ
さ
せ
、「
是

へ
こ
れ
へ
」
と
召
さ
れ
け
れ
ば
、
大
床
へ
こ
そ
参
ら
れ

け
れ
。
供
に
具
せ
ら
れ
た
る
藤
兵
衛
有
数
を
召
す
。（
中

略
）
さ
し
も
の
名
物
を
田
舎
の
塵
に
な
さ
ん
事
、
口
惜

し
う
候
。
若
し
不
思
議
に
運
命
ひ
ら
け
て
、
又
都
へ
立

ち
帰
る
事
候
は
ば
、
其
時
こ
そ
猶
下
し
あ
づ
か
り
候
は

め
」
と
泣
く
〳
〵
申
さ
れ
け
れ
ば
、
御
室
哀
れ
に
お
ぼ

し
め
し
、
一
首
の
御
詠
を
あ
そ
ば
い
て
く
だ
さ
れ
け
り
。

一
七
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12

平
家
物
語

巻
第
七

二
―
八
二
頁

経
正
都
落

三
曲
の
う
ち
に
上
玄
石
上
是
な
り
。
其
後
は
君
も
臣
も

お
そ
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
此
御
琵
琶
を
あ
そ
ば
し
ひ
く
事

も
せ
さ
せ
給
は
ず
。
御
室
へ
参
ら
せ
た
り
け
る
を
、
経

正
の
幼
少
の
時
、
御
最
愛
の
童
形
た
る
に
よ
ッ
て
、
下

し
あ
づ
か
り
た
り
け
る
と
か
や
。

13

と
は
ず
が
た
り

巻
一

二
一
一
頁

女
院
の
出
産

い
と
弱
げ
な
る
御
気
色
な
れ
ば
、
御
験
者
近
く
召
さ
れ

て
、
御
几
帳
ば
か
り
隔
て
た
り
。
如
法
愛
染
の
大
阿
闍

梨
に
て
、
大
御
室
御
伺
候
あ
り
し
を
、
近
く
入
れ
ま
ゐ

ら
せ
て
、「
か
な
ふ
ま
じ
き
御
気
色
に
見
え
さ
せ
た
ま
ふ
。

い
か
が
し
は
べ
る
べ
き
」
と
申
さ
れ
し
か
ば
、

仁
和
寺
御
室
。
性
助
法
親
王
の
こ
と
を
さ
す
か
。
後

嵯
峨
院
の
皇
子
。
俗
名
は
省
仁
。
母
は
太
政
大
臣
藤

原
公
房
の
女
。
後
深
草
院
の
異
母
弟
。「
有
明
の
月
」

に
擬
さ
れ
て
い
る
。
文
永
八
年
に
は
二
十
五
歳
。
弘

安
五
年
（
一
二
八
二
）
十
二
月
十
九
日
没
、三
十
六
歳
。

『
続
古
今
集
』
以
下
の
歌
人
。

14

と
は
ず
が
た
り

巻
一

二
一
七
頁

後
嵯
峨
法
皇
の

崩
御
。

十
八
日
、
薬
草
院
殿
へ
送
り
ま
ゐ
ら
せ
ら
る
。
内
裏
よ

り
も
、
頭
中
将
御
使
に
参
る
。
御
室
・
円
満
院
・
聖
護
院
・

菩
提
院
・
青
蓮
院
、
み
な
み
な
御
供
に
参
ら
せ
た
ま
ふ
。

そ
の
夜
の
御
あ
は
れ
さ
、
筆
に
も
余
り
ぬ
べ
し
。

性
助
法
親
王
。
以
下
の
四
人
と
と
も
に
後
嵯
峨
法
皇

の
皇
子
。
こ
の
年
二
十
六
歳
。

15

と
は
ず
が
た
り

巻
一

二
二
六
頁

着
帯
の
喜
び
。

病
人
も
い
と
喜
び
て
、「
献
盃
」
な
ど
言
ひ
、
営
ま
る
る

ぞ
、
こ
れ
や
限
り
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
は
べ
り
し
。
御

室
よ
り
賜
は
り
て
秘
蔵
せ
ら
れ
た
り
し
、
塩
竈
と
い
ふ

牛
を
ぞ
引
か
れ
た
り
し
。

性
助
法
親
王
。

16

と
は
ず
が
た
り

巻
一

二
五
一
頁

作
者
、
御
深
草

院
の
皇
子
出

産
。

御
所
よ
り
も
御
室
へ
申
さ
れ
て
、
御
本
坊
に
て
、
愛
染

王
の
法
、
鳴
滝
、
延
命
供
と
か
や
、
毘
沙
門
堂
の
僧
正
、

薬
師
の
法
、
い
づ
れ
も
本
坊
に
て
行
は
る
。

仁
和
寺
性
助
法
親
王
。

17

弁
内
侍
日
記

一
八
〇
頁

藤
原
公
房
女
死

去
（
傍
注
）。

こ
の
暁
、
御
匣
殿

御
室
の
御
母

失
せ
さ
せ
給
ひ
ぬ
と
聞
え
し

程
な
れ
ば
、
よ
ろ
づ
物
あ
は
れ
な
り
。

底
本
傍
注
。
後
嵯
峨
院
妃
、
太
政
大
臣
藤
原
公
房
女
。

の
ち
の
仁
和
寺
性
助
法
親
王
を
産
み
、難
産
の
た
め
没
。

一
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18

十
訓
抄

下
―
三
六
八
頁

寛
助
僧
正
の
様

子

仁
和
寺
の
大
御
室
の
御
時
、
成
就
院
僧
正
の
、
い
ま
だ
阿

闍
梨
と
申
し
け
る
こ
ろ
、
白
河
の
九
重
の
御
塔
供
養
あ
り

け
り
。
御
室
、「
こ
の
た
び
の
賞
あ
ら
ば
、
か
な
ら
ず
譲

ら
む
」
と
御
約
束
あ
り
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
申
し
給
ふ

ほ
ど
に
、
思
ひ
の
ご
と
く
供
養
と
げ
ら
れ
て
、
賞
行
は
る

る
時
に
な
り
て
、
京
極
大
殿
の
御
子
息
、
阿
闍
梨
に
て
、

御
弟
子
に
て
候
ひ
給
ひ
け
る
に
、（
中
略
）
御
室
は
、「
か

の
阿
闍
梨
、
い
か
に
く
ち
を
し
と
思
ふ
ら
む
」
と
、
胸
ふ

さ
が
り
て
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
、
そ
の
日
、
ふ
つ
と
見
え

ざ
り
け
れ
ば
、（
中
略
）
つ
ゆ
も
う
ら
み
た
る
気
色
な
か

り
け
り
。
御
室
、
う
れ
し
く
も
、
あ
は
れ
に
思
し
め
し
け

れ
ば
、
今
度
こ
そ
越
え
ら
れ
に
け
れ
ど
も
、

仁
和
寺
…
京
都
市
右
京
区
に
あ
る
古
義
真
言
宗
御
室

派
の
大
本
山
。
宇
多
天
皇
入
寺
以
降
、
代
々
法
親
王

が
入
住
し
た
。
御
室
…
性
信
法
親
王
（
一
〇
〇
五
～

八
五
）。
平
安
後
期
の
僧
。
三
条
天
皇
皇
子
。
仁
和
寺

門
主
。
孔
雀
経
法
の
験
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

19

沙
石
集

巻
第
三
ノ
三

一
五
〇
頁

慈
鎮
和
尚
の
房

官
と
御
室
の
房

官
。

故
吉
水
の
慈
鎮
和
尚
の
御
房
に
房
官
あ
り
け
り
。
ま
た

御
室
の
御
所
に
房
官
あ
り
け
り
。
共
に
名
人
な
り
け
る

が
、
二
人
な
が
ら
猿
に
少
し
も
た
が
は
ず
。
猿
房
官
と

て
人
々
に
愛
し
笑
は
れ
け
る
。
共
に
さ
か
さ
か
し
き
者

に
て
召
し
仕
は
れ
け
り
。あ
る
時
、御
室
よ
り
件
の
房
官
、

吉
水
の
御
所
へ
御
使
に
参
る
。

仁
和
寺
の
門
跡
の
称
。
歴
代
、
法
皇
、
法
親
王
が
門

跡
と
な
る
。

20

沙
石
集

巻
第
六
ノ
十　

三
三
七
頁

後
鳥
羽
院
、
高

野
の
御
室
に
逆

修
を
送
る
。

故
持
明
院
の
御
子
に
、
高
野
の
御
室
と
御
坐
し
け
る
に
、

隠
岐
の
御
所
よ
り
、
梵
字
を
御
自
筆
に
あ
そ
ば
し
て
、

道
助
入
道
親
王
。
後
鳥
羽
天
皇
皇
子
。
建
永
元
年

（
一
二
〇
六
）
出
家
。
道
法
法
親
王
の
跡
を
襲
い
、
御

室
と
な
る
。
寛
喜
三
年
に
寺
務
を
道
深
法
親
王
に
譲

り
、
高
野
山
に
籠
居
。
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
没
。

五
四
歳
。

一
九
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21

沙
石
集

巻
第
十
本
ノ
八

五
五
四
頁

金
剛
院
僧
正
の

牛
飼
い
、
御
室

の
車
を
壊
す
。

故
金
剛
王
院
僧
正
、
公
請
勤
め
ら
れ
け
る
に
、
僧
正
の

牛
飼
、
御
室
の
御
車
と
車
立
論
じ
て
、
御
室
の
御
車
を

散
々
と
し
た
り
け
る
を
、侍
坊
官
、牛
飼
を
制
し
か
ね
て
、

僧
正
に
、「
し
か
し
か
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、「
某
丸
が

申
す
僻
事
な
し
。
子
細
を
知
り
て
こ
そ
申
せ
。
東
寺
の

一
の
長
者
の
上
に
居
る
僧
無
し
。
御
室
は
上
﨟
は
さ
る

御
事
な
れ
ど
も
、
遁
世
門
の
御
振
舞
に
て
、
室
に
引
き

籠
り
て
、
昔
よ
り
御
室
と
申
す
。
御
車
に
召
す
べ
き
に

あ
ら
ね
ば
、
勿
論
の
事
な
れ
ど
も
、
世
に
随
ふ
事
な
れ

ば
制
せ
よ
」
と
ぞ
、
下
知
せ
ら
れ
け
る
。

仁
和
寺
御
室
。
道
助
法
親
王
を
さ
す
か
。
道
助
は
光

台
院
御
室
と
称
す
。
後
鳥
羽
天
皇
の
皇
子
。
任
味
道

法
法
親
王
の
室
に
入
り
出
家
。
晩
年
は
高
野
山
に
隠

棲
し
た
。
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
没
。
五
四
歳
。

22

沙
石
集

巻
十
本
の
八

五
五
六
～

五
五
七
頁

高
野
の
大
御
室

の
法
験

「
高
野
の
大
御
室
こ
そ
、
頼
も
し
く
お
は
す
れ
」
と
て
、

錦
の
袋
に
姫
君
を
入
れ
て
、
我
が
首
に
懸
け
て
、
高
野

山
へ
馳
せ
行
き
て
、
事
の
子
細
申
し
入
れ
給
ひ
け
れ
ば
、

「
幼
く
お
は
し
ま
せ
ど
も
、
女
人
な
れ
ば
、
惣
門
の
内
は

入
り
給
ふ
ま
じ
」
と
て
、
五
鈷
計
り
持
ち
て
、
門
の
外

で
加
持
し
給
ひ
け
れ
ば
、
蘇
生
し
て
、
遂
に
后
に
立
ち

給
ひ
に
け
り
。
后
の
御
名
を
も
承
り
し
が
、
忘
却
し
侍

る
な
る
べ
し
。
大
御
室
は
、
殊
に
慈
悲
深
く
し
て
、
仏

法
の
功
験
も
あ
ら
た
に
こ
そ
聞
こ
ゆ
れ
。
御
室
の
御
所

に
は
、
御
架
の
菓
子
色
々
と
参
ら
す
る
事
に
て
な
ん
あ

る
に
、
こ
の
菓
子
、
夜
々
失
せ
け
れ
ば
、
近
習
の
人
々
、

あ
さ
ま
し
く
思
ひ
て
、
う
か
が
ひ
見
る
。
夜
更
け
、
人

静
ま
り
て
、長
高
き
僧
の
白
衣
な
る
が
、長
き
袋
を
以
て
、

御
架
の
菓
子
を
取
り
入
れ
け
り
。「
誰
な
ら
ん
」
と
見
れ

ば
、
御
所
に
て
お
は
し
ま
し
け
り
。
さ
て
袋
を
打
ち
か

つ
ぎ
て
出
給
ふ
を
、
度
々
に
見
奉
れ
ば
、
大
内
裏
の
築

垣
の
外
に
諸
々
の
非
人
・
乞

・
病
者
の
出
さ
れ
た
る
が
、

加
持
し
て
給
び
け
れ
ば
、
病
も
癒
え
に
け
り
。

大
御
室
…
性
信
。
三
条
天
皇
皇
子
。
仁
和
寺
二
世
。

仁
和
寺
の
済
信
よ
り
得
度
し
、
伝
法
灌
頂
を
受
け
る
。

顕
密
に
通
じ
、
よ
く
法
験
を
現
し
た
と
い
う
。
応
徳

二
年
（
一
〇
八
五
）
没
。
八
一
歳
。
御
室
の
御
所
…

仁
和
寺
の
こ
と
。
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
に
所
在
。

光
孝
天
皇
の
御
廟
所
と
し
て
起
工
、
宇
多
天
皇
が
完

成
さ
せ
る
。
譲
位
し
出
家
し
た
宇
多
法
皇
が
仁
和
寺

第
一
世
と
な
っ
た
。
法
務
の
在
所
と
し
て
室
（
僧
房
）

を
造
っ
た
の
が
、御
室
と
い
う
尊
称
の
起
源
。「
御
所
」

は
こ
こ
で
は
そ
の
主
の
親
王
を
さ
す
。 二

〇
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23

沙
石
集

巻
第
十
末
ノ

十
二

五
九
三
頁

開
田
御
室

ま
た
、
開
田
の
准
后
御
室
の
、
東
大
寺
に
し
て
御
受
戒

の
時
、
雪
夥
し
く
降
り
て
、
石
壇
の
上
ま
で
、
風
吹
き
、

雪
積
れ
り
。
石
壇
の
上
に
は
、
足
駄
履
か
ぬ
事
な
れ
ば
、

「
あ
の
御
足
駄
、
脱
が
れ
候
へ
、
脱
が
れ
候
へ
」
と
大
衆

ど
も
云
ひ
け
り
。
あ
る
大
衆
の
申
し
け
る
は
、「
田
舎
大

衆
か
な
。
折
に
こ
そ
よ
れ
。
た
だ
召
さ
れ
候
へ
」
と
申

し
け
れ
ば
、
既
に
脱
が
ん
と
し
給
ひ
け
る
が
、
召
し
て

け
り
。
実
に
も
格
式
な
り
。
さ
る
事
な
れ
ど
も
、「
禅
師

君
の
、
雪
の
上
裸
足
に
て
お
は
せ
ん
も
、
い
た
は
し
か

る
べ
し
」
と
思
ひ
て
、
申
し
け
る
。
実
に
格
を
越
え
た

る
心
な
り
。（
中
略
）
御
室
の
御
気
色
然
る
べ
き
由
、
聞

こ
え
き
。
真
言
の
秘
事
ま
で
も
給
は
り
け
る
。
あ
り
が

た
か
り
け
る
、
格
に
関
は
ら
ぬ
心
な
り
。

法
助
。
藤
原
道
長
の
五
男
。
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）

仁
和
寺
道
深
に
つ
い
て
出
家
し
、
同
年
一
二
月

一
〇
日
、
東
大
寺
戒
壇
院
で
受
戒
し
た
。
延
応
元

年
（
一
二
三
九
）
一
身
阿
闍
梨
准
三
后
と
な
り
、
仁

和
寺
第
十
世
と
な
っ
た
。
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）

山
城
国
乙
訓
の
開
田
院
に
隠
棲
し
た
。
弘
安
七
年

（
一
二
八
四
）
没
。
五
八
歳
。

24

太
平
記

巻
第
五

一
―
二
四
八
頁

二
品
親
王
法
守

の
紹
介
。

大
塔
・
梨
下
の
両
門
跡
を
合
は
せ
て
御
管
領
あ
り
し
か

ば
、
御
門
徒
の
大
衆
群
集
し
て
御
拝
堂
の
儀
式
厳
重
な

り
。
こ
れ
に
加
へ
て
、
御
室
二
品
親
王
法
守
は
、
仁
和

寺
の
御
門
跡
に
移
ら
せ
給
ひ
て
、
東
寺
・
広
沢
の
法
流

を
受
け
、
瑜
伽
三
密
の
智
水
を
心
底
に
湛
へ
御
座
す
。

京
都
市
右
京
区
花
園
。
法
守
は
後
伏
見
天
皇
第
三
皇

子
。
御
室
十
八
世
。『
仁
和
寺
御
伝
』
に
よ
れ
ば
、
法

守
は
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
仁
和
寺
寺
務
と
な
り
、

十
二
月
に
二
品
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。二

一
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西
山
用
例

作
品
名

該
当
箇
所
等

場
面
等

本
文

頭
注
等

１

蜻
蛉
日
記

中
巻
二
二
六
頁

兼
家
と
の
関
係

に
悩
み
、
西
山

に
い
く
。

さ
て
思
ふ
に
、
か
く
だ
に
思
ひ
出
づ
る
も
む
つ
か
し
く
、

さ
き
の
や
う
に
く
や
し
き
こ
と
も
こ
そ
あ
れ
、
な
ほ
し

ば
し
身
を
去
り
な
む
と
思
ひ
立
ち
て
、
西
山
に
、
例
の

も
の
す
る
寺
あ
り
、
そ
ち
も
の
し
な
む
、
か
の
物
忌
果

て
ぬ
さ
き
に
と
て
、
四
日
、
出
で
立
つ
。

般
若
寺
。
こ
の
寺
は
現
存
し
な
い
が
、
京
都
市
右
京

区
に
鳴
滝
般
若
寺
町
の
名
が
あ
り
、
小
さ
な
稲
荷
の

祠
の
前
に
、「
五
台
山
般
若
寺
」と
刻
ん
だ
石
碑
が
立
っ

て
い
る
。

２

蜻
蛉
日
記

中
巻
二
四
六
頁

尚
侍
か
ら
の
文

に
返
事
を
書
く
。

ま
た
、
尚
侍
の
殿
よ
り
と
ひ
た
ま
へ
る
御
返
り
に
、
心

細
く
書
き
書
き
て
、
上
文
に
、「
西
山
よ
り
」
と
書
い
た

る
を
、
い
か
が
思
し
け
む
、
ま
た
あ
る
御
返
り
に
、「
東

の
大
里
よ
り
」と
あ
る
を
、い
と
を
か
し
と
思
ひ
け
む
も
、

い
か
な
る
心
々
に
見
た
る
に
か
あ
り
け
む
。

３

う
つ
ほ
物
語

「
国
譲
下
」　　

三
―
三
九
一
頁

朱
雀
院
の
二
の

皇
子
の
紹
介
。

上
た
ち
も
御
詩
遊
ば
す
。
親
王
た
ち
、
上
達
部
、
御
心

に
任
せ
て
作
り
た
ま
ふ
も
あ
り
。
朱
雀
院
の
皇
子
た
ち

は
、
后
腹
の
二
の
皇
子
は
、
御
病
し
て
法
師
に
な
り
た

ま
ひ
て
、
西
山
に
お
は
す
。

京
都
西
北
部
の
山
々
の
総
称
。愛
宕
山
、小
倉
山
、鳥
ヶ

岳
、
嵐
山
な
ど
が
連
な
る
。

４

源
氏
物
語

「
若
菜
上
」

四
―
一
八
頁

朱
雀
院
、
出
家

を
い
そ
ぐ
。

西
山
な
る
御
寺
造
り
は
て
て
、
移
ろ
は
せ
た
ま
は
ん
ほ

ど
の
御
い
そ
ぎ
を
せ
さ
せ
た
ま
ふ
に
そ
へ
て
、
ま
た
こ

の
宮
の
御
裳
着
の
こ
と
を
思
し
い
そ
が
せ
た
ま
ふ
。

「
西
山
」
は
、
京
都
西
郊
の
山
々
を
い
う
が
、
こ
こ
の

「
西
山
な
る
御
寺
」
は
、
古
来
仁
和
寺
に
擬
せ
ら
れ
て

い
る
。

５

更
級
日
記

三
二
二
頁

孝
標
女
、
西
山

で
父
と
再
会
す

る
。

あ
づ
ま
に
下
り
し
親
、
か
ら
う
じ
て
の
ぼ
り
て
、
西
山

な
る
所
に
お
ち
つ
き
た
れ
ば
、
そ
こ
に
み
な
渡
り
て
見

る
に
、
い
み
じ
う
う
れ
し
き
に
、
月
の
明
き
夜
一
夜
、

物
語
な
ど
し
て
、

京
都
市
の
西
北
部
。
衣
笠
山
付
近
。 二

二
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６

更
級
日
記

三
五
〇
頁

孝
標
女
、
西
山

を
訪
れ
る
。

弥
生
の
つ
い
た
ち
ご
ろ
に
、
西
山
の
奥
な
る
所
に
行
き

た
る
、
人
目
も
見
え
ず
、
の
ど
の
ど
と
霞
み
わ
た
り
た

る
に
、
あ
は
れ
に
心
ぼ
そ
く
、
花
ば
か
り
咲
き
み
だ
れ

た
り
。

京
都
市
の
西
北
部
。
衣
笠
山
付
近
。

７

夜
の
寝
覚
め

巻
四

三
四
七
頁

寝
覚
の
上
、
宰

相
の
上
と
身
の

上
を
嘆
く
。

明
け
ぬ
る
に
、
御
前
の
御
格
子
一
間
ば
か
り
ま
ゐ
ら
せ

て
、
二
所
な
が
ら
、
端
に
ゐ
ざ
り
出
で
た
ま
ひ
つ
れ
ば
、

名
に
流
れ
た
る
曙
の
空
霞
み
わ
た
り
、
今
開
け
そ
む
る

花
の
木
末
ど
も
、
似
る
も
の
な
き
ほ
ど
な
る
に
、
い
に

し
へ
、
西
山
に
て
、「
見
し
な
が
ら
な
る
」
と
な
が
め
し

ほ
ど
の
嘆
か
し
さ
、
身
の
有
様
、

い
に
し
へ
の
…
か
つ
て
寝
覚
の
上
が
父
入
道
の
広
沢

の
家
に
引
き
取
ら
れ
た
折
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

８

夜
の
寝
覚

巻
四

四
〇
五
頁

寝
覚
の
上
、
兄

に
西
山
に
移
る

決
意
を
伝
え

る
。

近
き
ほ
ど
な
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
小
姫
君
な
ど
見
に
立

ち
寄
り
た
ま
ふ
め
る
、
聞
き
に
く
か
め
れ
ど
、『
な
も
の

し
た
ま
ひ
そ
』
な
ど
き
こ
え
む
も
、
う
た
て
あ
り
、『
御

心
地
の
か
か
ら
む
ほ
ど
、
西
山
に
参
り
て
あ
ら
ば
や
』

と
こ
そ
思
ひ
は
べ
れ
。

父
入
道
が
隠
棲
し
て
い
る
広
沢
の
地
を
い
う
。

９

夜
の
寝
覚

巻
四

四
二
八
頁

内
大
臣
、
西
山

の
寝
覚
の
上
を

訪
れ
る
こ
と
が

出
来
な
い
。

な
や
み
た
ま
ひ
な
ど
す
る
に
、
ま
た
添
ひ
さ
ぶ
ら
ひ
た

ま
ふ
に
、
ま
た
つ
ゆ
の
御
暇
な
く
て
、
西
山
に
は
、
思

ふ
ま
ま
に
だ
に
、
え
立
ち
寄
り
た
ま
は
ず
。

寝
覚
の
上
の
滞
在
す
る
広
沢
に
は
。

10

狭
衣
物
語

巻
一

一
二
八
頁

乳
母
、
女
君
の

他
出
を
強
要
。

「
さ
思
し
め
さ
ば
、
常
磐
殿
へ
渡
ら
せ
た
ま
へ
か
し
」
と

言
ふ
は
、
こ
の
中
納
言
の
領
ぜ
し
西
山
の
わ
た
り
に
ぞ

あ
り
け
る
。

京
都
市
西
郊
の
双
が
岡
辺
の
丘
陵
。
こ
こ
で
は
常
磐

殿
の
場
所
を
指
示
す
る
。

二
三
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11

今
昔
物
語

巻
第
一
七

二
―
二
九
〇
頁

西
岩
藏
仙
久
知

普
賢
化
身
語
第

三
九

今
昔
、
京
ノ
西
山
ニ
西
石
蔵
ト
云
フ
山
寺
有
リ
。
其
ノ

山
寺
ニ
仙
久
ト
云
フ
持
経
者
在
リ
。

石
蔵
…
石
蔵　

未
詳
。
な
お
、「
石
蔵
」
→
寺
社
名
。

12

今
昔
物
語

巻
第
二
十
三

三
―
二
〇
一
頁

陸
奥
前
司
橘
則

光
切
殺
人
語
第

十
五

則
光
、「
極
テ
恐
シ
」
ト
思
ヒ
乍
ラ
過
ル
程
ニ
、
八
月
九

日
許
ノ
月
ノ
、
西
山
ノ
葉
近
ク
成
タ
レ
バ
、
西
大
垣
ノ

辺
ハ
景
ニ
テ
、
人
ノ
立
テ
ル
モ

ニ
モ
不
見
ヌ
ニ
、
大

垣
ノ
方
ヨ
リ
音
許
シ
テ
、

葉
近
ク
…
「
葉
」
は
「
端
」
の
借
字
で
、「
山
ノ
端
」

に
同
じ
。

13

梁
塵
秘
抄

巻
第
二

二
八
八
頁

三
八
五

西
山
通
り
に
来
る
樵
夫　

を
背
を
並
べ
て
さ
ぞ
渡
る　

桂
川　

後
な
る
樵
夫
は
新
樵
夫
な　

波
に
折
ら
れ
て　

尻
杖
捨
て
て
か
い
も
と
る
め
り

京
都
西
郊
、
嵐
山
あ
た
り
を
さ
す
か
。

14

徒
然
草

第
一
八
八
段

二
三
〇
頁

或
者
、
子
を
法

師
に
な
し
て

京
に
す
む
人
、
い
そ
ぎ
て
東
山
に
用
あ
り
て
、
既
に
行

き
つ
き
た
り
と
も
、
西
山
に
行
き
て
そ
の
益
ま
さ
る
べ

き
事
を
思
ひ
得
た
ら
ば
、
門
よ
り
帰
り
て
西
山
へ
行
く

べ
き
な
り
。
こ
こ
ま
で
来
つ
き
ぬ
れ
ば
、
こ
の
事
を
ば

先
づ
言
ひ
て
ん
。日
を
さ
さ
ぬ
事
な
れ
ば
、西
山
の
事
は
、

帰
り
て
又
こ
そ
思
ひ
立
た
め
と
思
ふ
故
に
、
一
時
の
懈

怠
、す
な
は
ち
一
生
の
懈
怠
と
な
る
。こ
れ
を
恐
る
べ
し
。

京
都
の
西
郊
を
南
北
に
走
る
山
脈
。
嵐
山
・
愛
宕
山

な
ど
を
含
む
地
帯
。

15

平
家
物
語

巻
第
三

一
―
二
六
〇
頁

鳥
羽
殿
か
ら
の

眺
め

お
ほ
寺
の
鐘
の
声
、
遺
愛
寺
の
聞
を
驚
か
し
、
西
山
の

雪
の
色
、
香
炉
峰
の
望
を
も
よ
ほ
す
。

二
四
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16

平
家
物
語

巻
第
五

一
―
四
一
〇
頁

都
帰

去
六
月
よ
り
、
屋
ど
も
こ
ぼ
ち
寄
せ
、
資
財
雑
具
は
こ

び
く
だ
し
、
形
の
ご
と
く
と
り
た
て
た
り
つ
る
に
、
又

物
ぐ
る
は
し
う
都
が
へ
り
あ
り
け
れ
ば
、
な
ん
の
沙
汰

に
も
及
ば
ず
、
う
ち
す
て
打
ち
す
て
の
ぼ
ら
れ
け
り
。

お
の
〳
〵
す
み
か
も
な
く
し
て
、
八
幡
、
賀
茂
、
嵯
峨
、

太
秦
、
西
山
、
東
山
の
か
た
ほ
と
り
に
つ
い
て
、
御
堂

の
廻
廊
、
社
の
拝
殿
な
ン
ど
に
た
ち
宿
ッ
て
ぞ
、
し
か

る
べ
き
人
々
も
ま
し
ま
し
け
る
。

17

平
家
物
語

巻
第
八

二
―
九
七
頁

山
門
御
幸

法
皇
は
仙
洞
を
出
で
て
天
台
山
に
、主
上
は
鳳
闕
を
さ
ッ

て
西
海
へ
、
摂
政
殿
は
吉
野
の
奥
と
か
や
。
女
院
、
宮
々

は
八
幡
、
賀
茂
、
嵯
峨
、
太
秦
、
西
山
、
東
山
の
か
た

ほ
と
り
に
つ
い
て
、
に
げ
か
く
れ
さ
せ
給
へ
り
。

18

建
礼
門
院

右
京
大
夫
集

五
三
頁

三
十
五

深
き
み
山
の
も

み
ぢ

三
十
五　

深
い
み
山
の
も
み
ぢ

忠
度
の
朝
臣
の
、「
西
山
の
紅
葉
見
た
る
」
と
て
、

な
べ
て
な
ら
ぬ
枝
を
お
こ
せ
て
、
結
び
付
け
た
る
。

君
に
思
ひ
深
き
み
山
の
も
み
ぢ
を
ば
嵐
の
ひ
ま
に
折
り

ぞ
知
ら
す
る

京
都
の
西
部
の
山
。
嵐
山
な
ど
が
あ
る
。

19

建
礼
門
院

右
京
大
夫
集

八
六
頁

八
十
三

花
の
姿

八
十
三　

花
の
姿

西
山
な
る
所
に
住
み
し
こ
ろ
、
遥
か
な
る
ほ
ど
、

こ
と
し
げ
き
身
の
い
と
ま
な
さ
に
こ
と
づ
け
て
や
、

久
し
く
音
も
せ
ず
。
枯
れ
た
る
花
の
あ
り
し
に
、

ふ
と
、

と
は
れ
ぬ
は
幾
日
ぞ
と
だ
に
数
へ
ぬ
に
花
の
姿
ぞ
知
ら

せ
が
ほ
な
る

一
説
に
京
都
西
山
善
峰
寺
の
僧
坊
か
と
い
う
。

二
五
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20

春
の
深
山
路

三
七
三
頁

老
蘇
よ
り
番
場

の
宿
ま
で

小
倉
と
い
ふ
里
の
名
ぞ
都
の
西
山
お
ぼ
え
て
、
住
み
慣

れ
し
こ
と
さ
へ
思
ひ
出
で
ら
る
る
。

21

宇
治
拾
遺
物
語

巻
第
十
一

三
四
八
頁

則
光
、
盗
人
を

斬
る
事

大
宮
を
下
り
に
行
き
け
れ
ば
、
大
垣
の
内
に
人
の
立
て
る

気
色
の
し
け
れ
ば
、
恐
ろ
し
と
思
ひ
て
過
ぎ
け
る
程
に
、

八
九
日
の
夜
更
け
て
、
月
は
西
山
に
近
く
な
り
た
れ
ば
、

西
の
大
垣
の
内
は
影
に
て
人
の
立
て
ら
ん
も
見
え
ぬ
に
、

22

沙
石
集

巻
第
五
末
ノ
二

二
七
三
頁

後
藤
基
政
の
連

歌
の
こ
と
。

後
藤
壱
岐
守
基
政
が
、
在
京
の
時
、
西
山
の
花
見
て
帰

り
け
る
が
、靫
に
桜
花
を
一
房
差
し
て
、京
中
を
帰
る
に
、

あ
る
桟
敷
の
中
よ
り
、女
房
の
中
よ
り
、言
ひ
か
け
け
る
。

京
都
市
西
郊
の
山
地
。

23

沙
石
集

巻
第
六
ノ
七

三
二
九
頁

浄
土
宗
西
山
派

を
開
い
た
証
空

の
こ
と
か
。

念
仏
宗
も
、
学
を
本
と
し
て
余
教
を
誹
謗
す
れ
ば
、
謗

法
の
過
積
も
り
、
念
仏
の
功
は
疎
か
な
る
、
僻
事
な
り
。

西
山
の
古
人
の
説
に
は
、「
双
紙
形
を
脇
挟
み
て
、
浄
土

宗
を
学
す
る
程
の
者
、臨
終
の
よ
き
を
見
ず
」と
い
へ
り
。

浄
土
宗
西
山
派
を
開
い
た
証
空
か
。
以
下
の
説
、
出

典
未
勘
。

24

太
平
記

巻
第
八

一
―
四
一
〇
頁

静
尊
法
親
王
の

陣
。

宮
、
篠
村
を
御
立
ち
あ
つ
て
、
西
山
の
峰
堂
を
御
陣
に

食
さ
る
。

京
都
の
西
方
の
山
の
意
で
、
大
原
の
あ
た
り
を
中
心

と
し
た
地
。

25

太
平
記

巻
第
八

一
―
四
一
八
頁

千
種
忠
顕
の
撤

退
。

千
種
殿
西
山
の
陣
を
落
ち
玉
ひ
ぬ
と
聞
え
し
か
ば
、
四

月
九
日
、
京
中
の
軍
勢
、
谷
堂
・
峰
堂
・
浄
住
寺
・
松
尾
・

万
石
大
路
・
羽
室
・
衣
笠
に
乱
れ
入
っ
て
、

26

太
平
記

巻
第
十
四

二
―
一
九
七
頁

大
渡
山
崎
合

戦
。

二
条
帥
大
納
言
殿
の
西
山
の
峯
の
堂
に
陣
を
取
つ
て
御

座
し
け
る
を
追
ひ
落
し
て
、
正
月
八
日
夜
半
ば
か
り
に
、

大
江
山
の
手
向
に
篝
火
を
ぞ
炒
き
た
り
け
る
。

京
都
市
西
京
区
御
陵
峰
ヶ
堂
の
法
華
山
寺
。

二
六
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27

太
平
記

巻
第
二
十
一

三
―
六
四
頁

佐
々
木
塩
冶
判

官
高
貞
、
挙
兵

の
覚
悟
を
す

る
。

二
心
な
き
家
子
・
若
党
三
十
余
人
を
ば
、
狩
装
束
に
出

で
立
た
せ
、
小
鷹
手
ご
と
に
据
ゑ
さ
せ
て
、
西
山
辺
に

遊
猟
し
て
懸
鶉
の
た
め
と
披
露
し
て
、
寺
戸
の
前
を
山

崎
へ
、
播
磨
路
の
中
道
を
我
が
国
へ
と
て
ぞ
急
ぎ
け
る
。

京
都
市
の
衣
笠
・
御
室
の
辺
か
ら
、
大
山
崎
の
天
王

山
に
か
け
て
の
丘
陵
地
帯
。

28

太
平
記

巻
三
十
一

四
―
三
二
頁

武
蔵
将
監
の
軍

勢
。

宰
相
中
将
殿
に
力
を
合
は
せ
ん
た
め
に
、
西
山
の
吉
峰

に
陳
を
取
つ
て
ぞ
居
た
り
け
る
。

西
京
区
大
原
野
小
塩
町
。
釈
迦
岳
山
腹
に
天
台
宗
善

峰
寺
が
あ
る
。
山
号
を
西
山
と
い
う
。

29

謡
曲
集

『
嵐
山
』

一
―
九
二
頁

木
守
・
勝
手
の

神
が
去
る
。

明
日
も
み
吉
野
の
山
桜
、
立
ち
来
る
雲
に
う
ち
乗
り
て
、

夕
陽
残
る
西
山
や
、
南
の
方
に
行
き
に
け
り
。

嵐
山
を
含
む
、
京
都
の
西
方
の
山
々
。

30

謡
曲
集

『
西
行
桜
』

一
―
四
八
九
頁

西
行
の
庵
室
。

今
日
は
ま
た
西
山
西
行
の
庵
室
の
花
、
盛
り
な
る
よ
し

承
り
及
び
候
ふ
ほ
ど
に
、
花
見
の
人
々
を
伴
ひ
、
た
だ

い
ま
西
山
西
行
の
庵
室
へ
と
急
ぎ
候
。

京
都
西
方
の
山
地
。

31

も
の
く
さ
太
郎

一
五
七
頁

都
の
様
子
。

東
山
西
山
、
御
所
内
裏
、
堂
宮
社
、
お
も
し
ろ
く
尊
さ
、

申
す
は
か
り
な
し
。

以
下
、
京
都
の
様
子
を
い
う
。
東
山
は
京
都
市
東
方

の
丘
陵
、
西
山
は
西
方
の
山
脈
。

三
、
お
わ
り
に

中
古
、
中
世
の
文
学
作
品
に
お
け
る
仁
和
寺
及
び
関
連
用
例
に
つ
い
て
の
一
覧
を
掲
出
し
た
。
今
回
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
採

録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
は
一
覧
に
入
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
さ
ら
に
補
足
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
文
学
作
品
に
お
け
る
仁
和

寺
及
び
関
連
用
例
に
つ
い
て
考
慮
す
る
た
め
に
は
、
仏
教
学
の
知
見
も
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
仏
教
学
の
知
見
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
文

学
作
品
に
お
け
る
仁
和
寺
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
し
、
作
品
の
読
み
に
還
元
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
七
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註
（1）
福
山
敏
男
氏「
仁
和
寺
の
創
立
」（『
日
本
古
代
学
論
集
』古
代
文
学
協
会　

一
九
七
九
年
）、堀
内
規
之
氏「
仁
和
寺
御
室
と
教
学
研
究
」

（『
済
暹
教
学
の
研
究
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇
〇
九
年
）、『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
。

（2）
堀
内
氏
註

（1）
。

（3）
阿
部
泰
郎
氏
、
山
崎
誠
氏
編
『
守
覚
法
親
王
の
儀
礼
世
界
―
―
仁
和
寺
蔵
紺
表
紙
小
双
紙
の
研
究
』（
勉
誠
社　

一
九
九
五
年
）、『
守

覚
法
親
王
の
儀
礼
世
界
―
―
仁
和
寺
蔵
紺
表
紙
小
双
紙
の
研
究　

資
料
篇
』（
勉
誠
社　

一
九
九
八
年
）、奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
仁

和
寺
史
料
』
古
文
書
編
一
、
寺
誌
編
一
、二
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

（4）
堀
内
規
之
氏
『
済
暹
教
学
の
研
究
』（
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（5）
浜
田
隆
氏
編
日
本
古
寺
美
術
全
集
『
醍
醐
寺
と
仁
和
寺
・
大
覚
寺
』（
集
英
社　

一
九
八
二
年
）
な
ど
。

（6）
『
仁
和
寺
研
究
』
第
一
輯
～
第
五
輯
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
九
～
二
〇
〇
五
年
）。

（7）
文
学
作
品
の
中
の
仁
和
寺
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』「
西
山
」
用
例
に
つ
い
て
、
浅
尾
広
良
氏
「
朱
雀
院
の
出
家
―
―
「
西
山
な

る
御
寺
」
仁
和
寺
准
拠
の
意
味
―
―
」（『
源
氏
物
語
の
准
拠
と
系
譜
』
翰
林
書
房　

二
〇
〇
四
年
）
や
、
春
日
美
穂
「
山
を
お
り
る

朱
雀
院
」（『
源
氏
物
語
の
帝
―
―
人
物
と
表
現
の
連
関
』
お
う
ふ
う　

二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（8）
『
源
氏
物
語
』「
若
菜
上
」
巻
に
み
ら
れ
る
「
西
山
」
の
例
が
、『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
で
あ
る
『
河
海
抄
』（「
李
部
王
記
云
天

暦
三
年
四
月
十
五
日
太
上
天
皇
遷
御
仁
和
寺
院
廬
子
」『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
角
川
書
店　

四
六
一
頁
）
を
は
じ
め
と
し
、
仁
和
寺

を
さ
す
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
た
め
「
西
山
」
用
例
も
一
覧
表
化
し
た
。
こ
の
問
題
は
『
源
氏
物
語
』
朱
雀
帝
の
准
拠
の
問

題
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る（
縄
野
邦
雄
氏「『
源
氏
物
語
』第
二
部
の
朱
雀
院
に
つ
い
て
―
―
宇
多
院
の
准
拠
を
手
が
か
り
に
―
―
」

「
中
古
文
学
」
第
五
七
号　

一
九
九
六
年
、
浅
尾
広
良
氏
註

（7）
の
論
考
）。
な
お
、
西
山
の
用
例
は
仁
和
寺
を
明
確
に
さ
す
も
の
で
は

な
く
、『
源
氏
物
語
』
の
例
だ
け
が
仁
和
寺
と
関
連
さ
せ
て
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。

二
八
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付
記　

本
稿
は
「
中
古
・
中
世
の
古
典
文
学
作
品
に
お
け
る
仁
和
寺
の
研
究
」
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
度
大
正
大
学
学
術
研
究
助
成
金

を
得
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ご
助
言
く
だ
さ
っ
た
大
正
大
学
文
学
部
教
授
三
角
洋
一
先
生
、
大
正
大
学
仏
教
学
部
准
教
授
堀
内
規

之
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
九


